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日野市
環境共生部
緑と清流課

詳細な募集要項は、緑と清流課窓口や市の
ホームページ等で入手できます。
その他、詳細は緑と清流課までお問い合わ
せください。

募集期間 2020年４月20日～2020年９月２日（必着）

撮影範囲 浅川（北浅川）、南浅川 ※支流は除きます。

応募条件 ・プリントした写真で応募の場合は、縁無しA４サ

イズ（210×297㎜）であること。

・電子データで応募の場合はJPEG形式であること。

組写真は対象外とします。

・未発表及び他に応募していない、自分で撮影した

作品であること。

極端な補正、合成等の加工を行った作品でないこと。

・撮影のため環境に人為的な加工をするなど、生き

ものや環境にダメージを与えずに撮った写真であ

ること。

・縦、横、カラー、モノクロの区分はありません。

部 門 中学生以下の部・一般の部（高校生以上）

応募点数 一人５点まで

応募方法 郵送・電子メールいずれの場合にも、必要事項を明

記した所定の応募用紙を同封・添付して、ご応募く

ださい。電子メールでの応募の場合は、１通につき

作品データ１点の添付としてください。（メール容

量が５MBまで）

応 募 先 〒1918686日野市神明一丁目12番地の１

日野市緑と清流課

あさかわ写真コンクール担当 宛

メールアドレス seiryu＠city.hino.lg.jp

第９回あさかわ写真コンクール
中学生以下の部 最優秀作品
『晩秋の浅川』 城ヶ崎一心

第９回あさかわ写真コンクール
一般の部 最優秀作品

『秋、ふれあい橋の夕焼け』 設楽誠一

あさかわ写真コンクールは、日野市の中央を流れる「浅川」の魅力を広く人々に

伝えるため、日野市と八王子市の連携事業として開催しています。

皆様に支えられ、今年の開催で10回目という節目を迎えることができました。ここに至るま

でにたくさんの方々から、浅川との共生の中で紹介したい風景や生き物などの写真を応募してい

ただいております。今回も皆様からの浅川の魅力あふれる写真をお待ちしております。

募集要項は以下の通りです。

浅川流域
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向
島
用
水
の
水
門
は
、
万
願
寺

歩
道
橋
ふ
れ
あ
い
橋
の
上
流
（
浅

川
右
岸
）
に
あ
り
、
浅
川
の
水
を

向
島
用
水
へ
取
り
入
れ
、
新
井
地

区
周
辺
の
農
業
用
水
を
流
す
目
的

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
降

雨
時
な
ど
は
向
島
用
水
組
合
や
日

野
市
職
員
が
開
閉
し
て
、
水
量
を

調
整
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
経
年
の
稼
働

に
よ
る
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
た

め
、
こ
の
度
改
修
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
（
工
期

：

１
月
下
旬

～
３
月
末
）

今
回
の
改
修
工
事
で
電
動
式
開

閉
装
置
を
設
置
し
た
た
め
、
水
門

の
開
閉
を
電
動
で
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

転
落
防
止
柵
も
改
修
し
、
安
全
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
水
門
は
、
４
月

１
日
よ
り
稼
働
し
て
い
ま
す
。

（
※
写
真
は
改
修
前
の
も
の
で
す
。）

●
水
辺
の
楽
校
と
は

水
辺
の
楽
校
は
、
教
育
関
係
者
・

河
川
管
理
者
・
市
民
団
体
が
連
携

し
て
、
子
ど
も
の
河
川
の
利
用
を

促
進
し
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も

達
の
体
験
活
動
の
充
実
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。
潤
徳
小
学
校
の

水
辺
の
楽
校
は
、
先
生
方
・
市
役

所
・
地
域
に
お
住
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
基
本
的
な
活
動

活
動
と
し
て
は
月
一
回
程
度
、

学
校
に
て
幹
事
会
を
開
き
、
学
校
・

市
役
所
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

水
辺
の
楽
校
推
進
協
議
会
と
し
て

次
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
に
つ
い
て

打
合
せ
を
行
っ
た
り
、
直
近
の
イ

ベ
ン
ト
の
報
告
・
反
省
な
ど
を
話

し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
推
進
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
を
行
い
、
安
全
管
理
や
様
々

な
遊
び
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校

に
つ
い
て

潤
徳
小
は
近
く
に
浅
川
が
流
れ

て
お
り
、
学
校
裏
に
は
向
島
用
水

親
水
路
と
し
て
、
と
ん
ぼ
池
が
あ

る
こ
と
か
ら
ビ
オ
ト
ー
プ
に
も
な
っ

て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
、
浅
川

の
ふ
れ
あ
い
橋
周
辺
で
水
辺
の
楽

校
の
活
動
を
し
て
お
り
、
５
月
に

は
竹
笛
を
作
っ
た
り
、
石
に
絵
を

描
い
た
り
、
竹
馬
・
竹
ぽ
っ
く
り

に
乗
っ
て
遊
ん
だ
り
、
橋
か
ら
縄

を
垂
ら
し
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
と

し
て
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
に
し
て
遊

び
、
８
月
は
高
い
気
温
の
中
、
浅

川
に
入
り
、
ガ
サ
ガ
サ
や
ボ
ー
ト
、

飛
び
込
み
な
ど
思
い
っ
き
り
水
の

中
で
川
遊
び
を
楽
し
み
、
１
月
に

は
日
野
市
で
も
大
き
な
、
ど
ん
ど

焼
き
を
行
い
ま
す
。
や
ぐ
ら
の
材

料
集
め
か
ら
、
や
ぐ
ら
組
み
、
当

日
の
火
付
け
ま
で
を
水
辺
の
楽
校

の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
行
っ

て
い
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
に
つ
い
て

10年
以
上
活
動
を
し
て
き
て
い

る
中
で
、
水
辺
の
楽
校
設
立
か
ら

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢

化
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
水
辺
の
楽
校
の
活

動
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
下
さ
る
ス

タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
活
動
を
共
に
し
て
い
る
方
々

は
、
も
と
も
と
学
校
に
お
子
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
が
い
た
り
、
見
回
り

で
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り

が
あ
っ
た
り
と
い
う
方
が
中
心
で

す
が
、
潤
徳
小
に
関
わ
り
が
な
い

方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
子
ど
も
と

遊
ぶ
の
が
好
き
だ
っ
た
り
、
水
辺

に
関
わ
る
こ
と
・
自
然
環
境
に
興

味
が
あ
る
方
な
ど
な
ど
。
次
の
世

代
に
日
野
市
の
水
と
緑
を
伝
え
て

い
く
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

緑
と
清
流
課

水
路
清
流
係

�
042

５
１
４

８
３
０
９
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向向
島島
用用
水水

水水
門門
をを
改改
修修
しし
まま
しし
たた

改
修
前
の
向
島
水
門

浅浅浅浅浅浅浅浅 浅浅
川川川川川川川川 川川
潤潤潤潤潤潤潤潤 潤潤
徳徳徳徳徳徳徳徳 徳徳
水水水水水水水水 水水
辺辺辺辺辺辺辺辺 辺辺
のののののののの のの
楽楽楽楽楽楽楽楽 楽楽
校校校校校校校校 校校

平
成

17年
度
か
ら
浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校
と
し
て

の
活
動
が
始
ま
り
、
は
や

10年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

様
々
な
活
動
を
通
し
、
水
辺
の
楽
校
は
今
も
な
お
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。



清流ｎｅｗｓ ２０２０年４月１日（3）
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徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳 徳徳

水水水水水水水水水水 水水
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺 辺辺
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校校校校校校校校校校 校校

向
島
用
水

水
門
を
改
修
し
ま
し
た

どんど焼き点火

浅
川
で
遊
ぼ
う
６
「
ど
ん
ど
焼
き
大
会
」

２
０
２
０
年
１
月

19日

団子を焼く様子

浅
川
で

遊
ぼ
う

７
「
浅
川

で
野
鳥
観

察
」

２
０
２
０
年
２
月

22日

浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校
の
活
動
の
中
で
も
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
ど
ん
ど
焼
き
大
会
を
、
１
月

19日
（
日
）
に
ふ
れ
あ
い
橋
下
の

広
場
（
潤
徳
小
学
校
側
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き
と
は
？

ど
ん
ど
焼
き
は
、
竹
や
藁
な
ど
で
組
み
立
て
た
や
ぐ
ら
（
賽
の

神
）
に
、
正
月
飾
り
を
施
し
火
を
点
け
、
火
が
鎮
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
笹
竹
の
先
端
に
付
け
た
団
子
（
ま
ゆ
玉
）
を
あ
ぶ
っ
て
食
べ
ま

す
。
こ
の
火
で
焼
い
た
団
子
を
食
べ
る
こ
と
で
厄
払
い
を
し
、
新

年
を
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
意
味
合
い
が
あ

り
ま
す
。

ど
ん
ど
焼
き
当
日
は
、
約

500人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
家
庭
よ
り
正
月
飾
り
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、
や
ぐ
ら
を

飾
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
当
日
燃
や
し
た
や
ぐ
ら
は
消
防
団
に
よ
り
鎮
火
し
、

燃
え
か
す
等
の
ご
み
は
後
日
完
全
に
撤
去
致
し
ま
し
た
。

浅
川
潤
徳
水
辺
の
楽
校
に
お
け
る
２
０

１
９
年
度
最
後
の
催
し
と
し
て
、
野
鳥
の

観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
野

鳥
に
詳
し
い
ス
タ
ッ
フ
か
ら
双
眼
鏡
の
使

い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
一
生
懸
命
に
観

察
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
鳥
に
つ

い
て
丁
寧
な
説
明
も
あ
り
、
参
加
し
た
方
々

は
、
野
鳥
に
対
す
る
知
識
や
、
興
味
関
心

を
抱
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
終
わ
り
に
は
、
水
辺
の
楽
校
役
員

よ
り
お
し
る
こ
が
振
舞
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

野鳥観察の様子

清清流流ニニュューーススににひひととこことと
宛 先

（お手紙、FAX、メール等でお願いします）

日野市役所 環境共生部 緑と清流課

清流ニュース担当宛て

〒1918686東京都日野市神明1121

ＦＡＸ 0425834483

メール seiryu＠city.hino.lg.jp

清流ニュースに、「こういう記事を載せて欲しい！」

や「こんなイベントを企画して欲しい！」など、皆

さんからのご意見・ご要望を募集したいと思います。

次号以降の清流ニュースの編集の参考にさせてい

ただきます。

浅浅浅浅浅浅浅浅 浅
川川川川川川川川川
潤潤潤潤潤潤潤潤潤
徳徳徳徳徳徳徳徳 徳

水水水水水水水水水
辺辺辺辺辺辺辺辺辺
ののののののののの
楽楽楽楽楽楽楽楽楽
校校校校校校校校校
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式典の様子

科学の鉄人らんま先生のパフォーマンス 省エネ取り組み賞「平小一句一魂」チーム

令和２年２月１日（土）にイオンモール多摩平の森イオンホールに

て「日野市環境フェア」を開催しました。

今年度の環境フェアは「地球温暖化」をキーワードに開催し、温暖

化の仕組みや対策への取り組みを解説したパネルの展示、ソーラーカー

づくりや間伐材を用いたブローチづくりなど、環境をテーマにしたワー

クショップ、そして、科学の鉄人らんま先生によるパフォーマンス

「環境実験ラボ」、エコキャラクター「エコアラ・エコクマ」による省

エネ啓発ショーなど盛りだくさんの内容で、子供から大人まで約500

人の方にご来場いただき、大いににぎわいました。

ご来場いただいた皆様にとって、省エネや自然環境の大切さを考えていただくきっかけとなり、取り組み

の輪が広がることを願っています。一人ひとりの取り組みは小さなものでも、大勢が取り組めば大きな力に

なります。是非、身近なこと、できることから省エネを始めてみてください。

今後も引き続き、ふだん着事業を通して、「青い地球をいつまでも」次の世代へ引き継ぐことができるよ

う地球温暖化防止の普及啓発活動を行って参ります。

令令和和２２年年２２月月１１日日（（土土））日日野野市市環環境境フフェェアアをを開開催催ししままししたた

ワークショップの様子

パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

普普普普普 普普
通通通通通 通通
河河河河河 河河
川川川川川 川川
等等等等等 等等
占占占占占 占占
用用用用用 用用
使使使使使 使使
用用用用用 用用
料料料料料 料料

納納納納納 納納
付付付付付 付付
ののののの のの
おおおおお おお
知知知知知 知知
ららららら らら
せせせせせ せせ

日
頃
よ
り
、
日
野
市
河
川
占
用
業
務
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

毎
年
「
日
野
市
普
通
河
川
等
管
理
条
例
」

に
基
づ
き
、
用
水
路
等
の
普
通
河
川
を
占
用

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
普
通
河
川
等
占
用
使
用

料
請
求
書
及
び
納
付
書
を
送
付
し
、
占
用
料

金
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

４
月
中
に
請
求
書
及
び
納
付
書
を
送
付
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

所
定
の
機
関
に
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
河
川
占
用
の
継
続
申
請
の
手
続
き

の
用
紙
を
２
月
に
該
当
の
方
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
申
請

書
等
を
紛
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
方
は
、
緑
と

清
流
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
皆
様
の
占
用
さ
れ
て
い
る
橋
梁
等

に
お
き
ま
し
て
、
規
格
や
所
有
者
等
の
変
更

が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
そ
の
都
度
緑
と
清

流
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
日
野
市
政
へ
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
野
市
役
所
緑
と
清
流
課
水
路
清
流
係

�０
４
２

－

５
１
４

－
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３
０
９
（
直
通
）



清流ｎｅｗｓ ２０２０年４月１日（5）

ウウェェルルカカムムツツリリーーやや生生けけ垣垣でで
市市内内にに緑緑化化ををししまませせんんかか

市は、お子さんが生まれた方や転入された

方又は新築された方などが記念樹を植栽する

場合に歓迎を表し、ウェルカムツリーとして

苗木代を10,000円までを限度として補助しま

す。

また、生け垣により緑化される場合も同様

の補助をします。

この制度は、工事着手前に必ず申請、審査

が必要です。

問い合わせ

日野市環境共生部

緑と清流課 公園緑政係

�042 514 8307（直通）

●
市
場
み
ち
公
園

（
街
区
公
園

128）

所
在
地

：

新
井

370－

４
／
面
積

：

233㎡
／
開
園
日

：

平
成

10年
８
月

14日

こ
の
公
園
の
あ
た
り
は
、
中
島
集
落
の
北
の
入
口

に
あ
た
る
。
こ
の
集
落
は
、
都
市
化
さ
れ
る
前
は
、

農
家
５
～
６
戸
か
ら
成
る
日
野
市
新
井
の
一
字 あ
ざだ
っ

た
。
浅
川
堤
防
か
ら
南
下
す
る
道
は
、
こ
の
公
園
の

北

30メ
ー
ト
ル
あ
た
り
で
左
折
し
て
、
東
南
方
に
向

か
っ
て
い
た
。

古
い
時
代
か
ら
、
日
野
宿
（
今
の
日
野
本
町
、
明

治

26年
（
１
８
９
３
）
日
野
町
と
改
め
る
）
で
は
、

宿
か
ら
西
方
に
向
か
う
滝
山
み
ち
、
南
方
に
む
か
う

相
模
み
ち
（
高
幡
不
動
み
ち
と
も
い
う
）
等
と
並
ん

で
、
東
南
方
に
向
か
う
も
の
を
市
場
み
ち
（
別
称
一

の
宮
往
来
）
と
呼
ん
で
い
た
。
浅
川
以
南
の
村
々
も

市
場
み
ち
と
呼
ん
で
市
場
へ
の
道
を
指
し
た
。
そ
の

経
路
は
、
日
野
宿
、
日
野
万
願
寺
、
下
田
、
新
井
、

こ
こ
で
浅
川
を
渡
り
、
中
島
裏
、
根
川
新
田
す
そ
、

上
落
川
、
そ
し
て
、
下
河
内
を
経
て
、
下
落
川
神
明

社
前
で
稲
城
（
稲
毛
）
街
道
と
結
ぶ
。
目
指
す
市
場

は
関 せ
き

戸 ど

郷 ご
う

に
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
こ
の
道
は
、
他
村

と
の
連
絡
道
で
も
あ
り
、
大
切
な
生
活
路
で
あ
っ
た
。）。

室
町
時
代
末
期
、
永
禄
７
年
（
１
５
６
４
）
９
月

21日
、
小
田
原
北
条
氏
政
は
、
武
蔵
国
関
戸
に
市
開

設
の
掟 お
き
てを
布
告
、
月
の
３
と
９
の
日
、
計
６
日
の
市

を
開
か
せ
た
。
市
日
に
は
近
郷
近
在
か
ら
民
衆
が
集

ま
り
、
大
層
賑 に
ぎわ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
正

18年
（
１
５
９
０
）
７
月
小
田

原
北
条
家
は
豊
臣
秀
吉
軍
に
攻
め
ら
れ
滅
亡
し
た
。

こ
の
結
果
、
こ
の
市
も
廃
絶
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
後
復
興
し
た
か
否
か
は
、
資
料
の
上
で
は
定
か

で
な
い
。
た
だ
、
関
戸
は
そ
の
後
も
鎌
倉
街
道
の
宿

場
と
し
て
繁
栄
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

公
園
名

の由由由
来来来

「「「「緑緑緑緑のののの募募募募金金金金」」」」ににににごごごご協協協協力力力力をををを

（公財）日野市環境緑化協会と市の共催で、

４月１日（水）から５月29日（金）までの

期間に緑の募金運動を重点的に実施します。

この募金は、学校や公園など身近な地域

の緑化推進や緑地の整備等に使われます。

緑豊かなまちづくりのため「緑の募金」

にご協力をお願いします。

詳細は日野市役所緑と清流課ホームペー

ジをご覧ください。

問い合わせ

日野市環境共生部

緑と清流課 公園緑政係

�042 514 8307（直通）

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用することを固く禁じます。

普普普普普普
通通通通通通
河河河河河河
川川川川川川
等等等等等等
占占占占占占
用用用用用用
使使使使使使
用用用用用用
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せせせせせせ



清流ｎｅｗｓ ２０２０年４月１日 （6）

個 人 用

団 体 用

見本①

個 人 用

団 体 用

見本②

個 人 用

団 体 用

見本③

街街路路樹樹キキーーパパーー名名刺刺のの紹紹介介

街路樹キーパー制度とは、市民の皆さまに市が管理している街路樹の守り手・キーパーソンとして、

維持管理や緑化活動を行っていただくボランティア制度です。

街路樹キーパーには名刺を交付し、落ち葉清掃、除草、ゴミ拾い、草花の植栽・育成管理（市と協働）、

水やり・病害虫や枯損の点検、小枝の剪定などを行っていただき、市では、そのサポートとして道具類

（ほうき、熊手など）の貸し出し、ボランティア保険の加入、活動に関する相談、ボランティア袋の支

給・回収などを行います。

市民協働による、より良いまちづくりに、多くの市民の皆さまのご協力をお待ちしています。

■申 込 方 法 活動場所・内容などを相談の上、所定の申込書（市役所３階緑と清流課）などを提出

■問い合わせ 緑と清流課公園緑政係

街街街街街街街街街街路路路路路路路路路路樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹キキキキキキキキキキーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーをををををををををを募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集

用用用用用用用用 用用
水水水水水水水水 水水

守守守守守守守守 守守
募募募募募募募募 募募

集集集集集集集集 集集
日
野
市
緑
と
清
流
課
で
は
、
「
用
水
守
」

と
し
て
市
内
の
用
水
路
の
清
掃
活
動
を
お
こ

な
っ
て
下
さ
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
東
京
穀
倉
地
帯
と
呼
ば
れ
た
日
野

市
に
は
、
江
戸
時
代
に
多
摩
川
・
浅
川
か
ら

ひ
か
れ
た
農
業
用
水
路
が
今
も
市
内
を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
水
路
の
総
延
長
は

116キ
ロ
に
も
及
ぶ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
数
多
く
の
湧
水
が
湧
い
て

い
る
な
ど
た
い
へ
ん
水
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
野
市
で
は
、
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
水
環
境
を
次
世
代
に
伝

え
る
た
め
、
清
掃
・
維
持
作
業
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
水
へ
の
関
心
も
非
常
に
高

く
、
多
く
の
方
が
身
の
回
り
の
水
辺
を
自
ら
清
掃
・
維
持
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
水
辺
維
持
の
活
動
を
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
を
少
し
で
も
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
生
ま

れ
た
の
が
「
日
野
用
水
守
制
度
」
で
す
。
「
用
水
守
制
度
」
は

日
ご
ろ
活
動
を
す
る
範
囲
を
決
め
、
あ
ら
か
じ
め
「
用
水
守
」

と
し
て
登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
万
一
の
事
故
に
備
え
た
、
市

民
総
合
賠
償
補
償
保
険
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
市
と
市
民
の
皆
さ
ま
で
協
力
し
て
良
好
な

水
辺
の
環
境
を
維
持
管
理
・
保
全
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

現
在
、

400名
以
上
の
方
が
、
用
水
守
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
登
録
は
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
自
治
会
・
企
業
な
ど
多

く
の
方
々
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
野
市
緑
と
清
流
課
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０
９



�日
野
用
水
下
堰
親
水
路

成
就
院
の
南
か
ら
日
野
用
水
上

堰
を
分
水
し
、
新
東
橋
の
下
で
滝

の
よ
う
に
流
れ
だ
し
て
日
野
用
水

下
堰
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

500ｍ
ほ
ど
が
、
日
野
用
水
下
堰
親

水
路
で
す
。

こ
こ
に
は
水
辺
を
楽
し
む
様
々

な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
っ

ぱ
橋
の
下
は
飛
び
石
を
渡
っ
て
歩

く
事
が
で
き
、
遊
歩
道
か
ら
は
水

辺
に
近
づ
く
階
段
が
何
カ
所
も
あ
っ

て
、
子
供
た
ち
が
簡
単
に
水
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
に

は
水
生
生
物
の
観
察
会
も
行
わ
れ
、

子
供
た
ち
が
遊
ぶ
姿
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。

水
路
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
ブ

ロ
ッ
ク
に
穴
が
空
い
て
い
て
、
魚

達
の
住
み
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
の

下
堰
で
は
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
た

め
か
ハ
ヤ
や
ウ
グ
イ
な
ど
が
群
れ

で
泳
ぐ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
求
め
て

ア
オ
サ
ギ
や
カ
ワ
セ
ミ
も
頻
繁
に

用
水
路
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

遊
歩
道
沿
い
は
桜
並
木
に
な
っ

て
い
て
、
花
の
季
節
に
は
近
く
の

多
摩
川
の
桜
並
木
と
合
わ
せ
て
散

策
を
す
る
の
に
よ
い
場
所
で
す
。

ベ
ン
チ
に
座
る
と

目
の
前
に
は
農
地

が
広
が
り
ま
す
。

以
前
は
一
面
の
田

ん
ぼ
で
し
た
が
、

今
で
は
一
カ
所
だ

け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

遊
歩
道
の
植
え

込
み
に
、
ウ
マ
ノ

ス
ズ
ク
サ
と
い
う
植
物
を
見
つ
け

ま
し
た
。
か
つ
て
は
田
ん
ぼ
の
畦

道
な
ど
に
も
多
く
生
え
て
い
た
と

思
わ
れ
る
こ
の
植
物
で
す
が
、
探

し
て
み
る
と
、
す
ぐ
脇
の
団
地
や

道
路
の
植
え
込
み
に
も
生
え
て
い

ま
し
た
。
造
成
さ
れ
て
も
根
が
あ

れ
ば
復
活
で
き
る
の
で
、
以
前
こ

の
地
に
生
え
て
い
た
も
の
が
生
き

延
び
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
昔

こ
こ
に
は
ど
ん
な
景
色
が
広
が
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

文
み
ず
と
く
ら
す

．

ひ
の

桧
川
直
子

清流ｎｅｗｓ ２０２０年４月１日（7）

水水
辺辺

のの
ああ
るる
風風
景景

日日
野野

5500選選
選選

ばば
れれ

たた
水水

辺辺
をを
紹紹

介介
しし

まま
すす

下
堰
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク

河童橋

用用用用用用用用 用
水水水水水水水水 水

守守守守守守守守 守
募募募募募募募募 募

集集集集集集集集 集

緑と清流課主催イベントに
関するお知らせ

２月頃より、新型コロナウイルスが

流行しており、全国的に様々なイベン

ト等が中止となっています。

緑と清流課においても、水路清流係、

公園緑政係ともに年間を通じて様々な

催しを行っていますが、新型コロナの影

響で中止の判断をする場合があります。

各催しの実施の有無につきましては、

ホームページを参照していただくか、

緑と清流課へお問い合わせください。

問い合わせ

水路清流係 �0425148309

公園緑政係 �0425148307

昨
年

12月
に
日
野

50選
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が

終
了
し
ま
し
た
が
、
２
月
１
日
（
土
）
に
番
外
編
と

し
て
追
加
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日
野
市
内
を
対
岸
か
ら
見
て

み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
柴
崎

体
育
館
駅
か
ら
出
発
し
、
多
摩
川
左
岸
の
土
手
沿
い

を
歩
い
て
台
風

19号
で
陥
没
し
た
日
野
橋
を
見
学
し

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
府
中
用
水
取
水
門
や
く
に
た
ち
郷
土

文
化
館
を
訪
れ
、
日
野
市
外
の
用
水
も
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
７
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
た
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
（
広
報
２
月

15日
号
掲
載
）
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
致
し
ま
し
た
。

日
時
は
未
定
で
す
が
、
同
様
の
コ
ー
ス
で
再
度
行
う

予
定
で
す
の
で
、
そ
の
際
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ガガイイドドツツアアーー（（22002200年年２２月月１１日日））

風 景 50選るあの辺水



日
野
市
は
緑
豊
か
な
街
で
す
。

市
の
南
部
に
連
な
る
多
摩
丘
陵
、

中
央
部
の
台
地
と
低
地
の
間
に
伸

び
る
崖
線
（
河
川
に
よ
っ
て
削
ら

れ
た
崖
）
、
多
摩
川
・
浅
川
の
河

川
敷
、
そ
し
て
街
中
の
公
園
や
緑

地
な
ど
に
多
く
の
緑
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
日
野
市
に
暮
ら
す
身
近
な

生
き
も
の
た
ち
を
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
ま
ず
第
１
回
目
は
、
ほ

乳
類
の
仲
間
の
動
物
た
ち
で
す
。

●
街
中
を
歩
き
回
る
動
物
た
ち

皆
さ
ん
は
夜
に
外
を
歩
い
て
い

て
、
道
端
の
ヤ
ブ
の
中
で
ガ
サ
ガ

サ
と
音
が
し
た
り
、
何
か
が
道
を

横
切
っ
て
い
く
の
を
見
た
こ
と
は

無
い
で
し
ょ
う
か
？
も
し
か
し
た
ら

そ
れ
は
、
野
生
の
動
物
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
身

近
に
暮
ら
し
て
い
て
出
会
う
可
能

性
が
高
い
の
は
タ
ヌ
キ
で
し
ょ
う
。

タ
ヌ
キ
は
丘
陵
地
の
雑
木
林
や

街
中
の
緑
地
な
ど
を
住
み
か
に
し

て
い
ま
す
。
雑
食
性
で
、
植
物
の

果
実
か
ら
ト
カ
ゲ
や
昆
虫
な
ど
の

小
動
物
、
畑
の
作
物
か
ら
人
間
の

捨
て
た
残
飯
ま
で
、
食
べ
ら
れ
る

物
は
何
で
も
食
べ
ま
す
。
タ
ヌ
キ

の
住
ん
で
い
る
場
所
に
は
、
噛
み

痕
の
つ
い
た
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
容
器
や

缶
詰
が
よ
く
落
ち
て
い
ま
す
。

元
々
の
生
息
地
は
雑
木
林
や
田

ん
ぼ
、
畑
が
一
体
と
な
っ
て
存
在

し
て
い
た
里
山
と
呼
ば
れ
る
環
境

で
す
。
し
か
し
街
の
発
展
と
と
も

に
、
そ
う
し
た
環
境
は
減
っ
て
い

き
、
緑
地
も
道
路
や
住
宅
街
で
分

断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
タ
ヌ
キ
た
ち
は
、
夜
に
な
る

と
餌
を
探
し
な
が
ら
、
街
の
中
を

通
っ
て
緑
地
と
緑
地
の
間
を
行
き

来
し
ま
す
。
私
は
自
転
車
で
通
勤

し
て
い
る
の
で
す
が
、
仕
事
帰
り

に
い
つ
も
同
じ
場
所
（
丘
陵
の
団

地
）
で
同
じ
時
間
帯
に
、
タ
ヌ
キ

と
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
タ

ヌ
キ
の
活
動
時
間
や
周
遊
ル
ー
ト

は
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
、
ち
ょ
う
ど
私
が
帰
る
時
間
と

タ
ヌ
キ
が
出
か
け
る
時
間
が
一
緒

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ

昔
か
ら
タ
ヌ
キ
と
よ
く
混
同
さ

れ
、
「
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
」
と
呼

ば
れ
て
き
た
の
が
ア
ナ
グ
マ
で
す
。

名
前
に
「
ク
マ
」
と
入
っ
て
い
ま

す
が
イ
タ
チ
の
仲
間
で
、
イ
ヌ
科

の
タ
ヌ
キ
と
は
全
く
違
う
動
物
で

す
。
そ
の
名
の
通
り
穴
掘
り
が
得

意
で
、
地
中
に
長
い
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
住
み
か
に
し
て
い
ま
す
。
ア

ナ
グ
マ
が
掘
っ
た
穴
を
タ
ヌ
キ
も

利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
「
同
じ
穴

の
ム
ジ
ナ
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
の
タ
ヌ
キ
と
よ
く
出
会

う
団
地
で
は
、
ア
ナ
グ
マ
と
も
た

ま
に
出
会
い
ま
す
。
タ
ヌ
キ
も
ア

ナ
グ
マ
も
移
動
の
際
に
は
、
道
端

の
側
溝
や
法
面
、
擁
壁
の
上
な
ど
、

人
に
見
つ
か
り
に
く
い
場
所
を
巧

み
に
利
用
し
て
、
人
知
れ
ず
街
中

で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
他
に
市
内
で
は
、
細
長
い

し
っ
ぽ
と
額
か
ら
鼻
筋
に
か
け
て

の
白
い
線
が
特
徴
の
ハ
ク
ビ
シ
ン

や
、
縞
々
の
し
っ
ぽ
を
持
つ
ア
ラ
イ

グ
マ
も
近
年
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

●
野

生
動
物

と
の
出
会

い
方

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
野
生
の
動

物
た
ち
と
「
出
会
う
」
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

一
番
は
、
「
身
近
に
動
物
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
と
意
識
す
る
こ
と
」

だ
と
思
い
ま
す
。
夜
で
も
昼
間
で

も
何
か
の
物
音
や
気
配
を
感
じ
た

ら
、
そ
の
場
で
じ
っ
と
立
ち
止
ま

り
、
あ
た
り
を
見
回
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
多
く
の
場
合
は
、
野
良

猫
や
風
の
気
ま
ぐ
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
時
に
は
本
当
に
、

タ
ヌ
キ
や
ア
ナ
グ
マ
が
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

文
・
写
真
日
野
の
自
然
を
守
る
会

片
山

敦

大
分
春
め
い
て
き
ま
し
た
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
年
は
暖
冬
と
の
こ
と
で
、

市
内
で
は
例
年
の
よ
う
に
雪
が
積

も
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
は
台
風

19号
な
ど
大
き
な
災

害
が
多
く
発
生
す
る
な
ど
、
異
常

気
象
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
穏
や
か
な
日
々
が
続

く
一
年
で
あ
る
よ
う
願
う
ば
か
り

で
す
。

清
流
ニ
ュ
ー
ス
も
皆
様
に
、
心

温
ま
る
豊
か
な
記
事
を
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
号
か
ら
日

野
の
自
然
を
守
る
会
の
片
山
さ
ん

に
よ
る
「
日
野
の
自
然
だ
よ
り

－

Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｇ
ｅ

－

」
の
連
載
が

開
始
し
ま
し
た
。
市
内
で
観
る
こ

と
の
で
き
る
動
植
物
に
つ
い
て
幅

広
く
取
り
上
げ
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
緑
と
清
流
課
職
員

一
同
、
心
を
一
つ
に
ワ
ン
チ
ー
ム

で
臨
み
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

清流ｎｅｗｓ ２０２０年４月１日 （8）
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